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公的年金受給資格期間 ２５年から１０年に短縮へ 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 ９月２日に、厚生労働省が提示した年金の受給資格期間を２５年から１０年に短縮する

内容が含まれた法案を自民党の厚生労働部会が了承しました。これにより、秋の臨時国会

での成立を目指すことになります。 

 

年金の受給資格期間の短縮は、平成２４年８月に成立した社会保障と税の一体改革の中

の年金制度の改正に関する法律に含まれていて、消費税が１０％に引き上げられた時期に

実施とされていました。しかし、平成３１年１０月まで消費税の引き上げが延長になった

ため、受給期間の短縮も先送りになるのではという推測もありましたが、社会保障の充実

策のひとつとして消費税の引き上げ前に行うこととなりました。 

 

今回の期間短縮により、新たに年金を受け取ることができる人は６０万人を超えるとい

うことです。臨時国会で成立をすれば、平成２８年９月分より支給される見込みです。 

 

※２０１６年１１月１６日の衆院本会議で可決、成立しました。年金の加入期間が１０

年以上２５年未満の６５歳以上の人に加え、厚生年金に１年以上加入していれば６０歳以

上の女性と６２歳以上の男性も支給されます。 

http://www.asahi.com/topics/word/厚生労働省.html
http://www.asahi.com/topics/word/公的年金.html
http://www.asahi.com/topics/word/厚生年金.html

